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【賛美】 

●「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

●「王の王我が主の」 

１）王の王我が主の流された血 むしけらのような我がためです 

十字架 十字架見上げるときに我が苦しみは消えて 

今、信じて目は開き喜びいつまでも 

２）贖いの十字架、主はかけられ哀れみと恵み言い尽くせず 

十字架 十字架見上げるときに我が苦しみは消えて 

今、信じて目は開き喜びいつまでも 

３）御恵みにあたう涙はなくこの身をささげて主に仕えよう 

十字架 十字架見上げるときに我が苦しみは消えて 

今、信じて目は開き喜びいつまでも 

 

【祈り】  

●必要のため ○○さんの癒しのために、○○さんの救いのために 

●教会の祈りの課題と目標 

・１２月４日 創立記念連合礼拝のために 

・１２月２３、２４、２５日 全聖徒招待伝道集会のために 

●聖霊様の油注ぎにより５つの力の祝福を味わう祈祷文 

１.霊力 

十字架の血潮で、すべての罪と問題を解決した主イエス・キリストよ。私に聖霊

の油を溢れるほど注いでください。私をただキリストとならせ、キリストを完全に信頼

する信仰を与えてくださり、サタンに騙されず、いつも主と共に歩むことのできる霊

的な力を与えてください。 

 

２.知力 

 復活して.サタンの権威、地獄の権威を打ち破り、いまも生きておられる主イエ

ス・キリストよ。私に聖霊の油を溢れるほど注いでください。 

そして、すべての知恵と知識であるキリストを完全に知り、すべてを分別できる知

恵と知識の能力を与えてください。 

  

３.体力 

 天の御座でサタンを足台とし、天においても地においても一切の権威を持ってお

られる主イエス・キリストよ。私に聖霊の油を溢れるほど注いでください。 

そして、キリストの癒しの力により、いつも健康で、キリストのために完全に献身でき

る体力を与えてください。 

 

４.経済力 

 いつも私と共におられ、世界福音化を成される主イエス・キリストよ。私に聖霊の

油を溢れるほど注いでください。そして、万物の主人であるキリストが任せてくださっ

た経済を正しく管理し、主の御心のままに用いられることができるようにしてくださ

い。さらに多くの財物を任せてくださり、聖なる金持ちとなって世界福音化に完全

に献身できる経済力を与えてください。 

 

５.人力 

生ける者と死者を裁くために再臨する主イエス・キリストよ。私に聖霊の油を溢

れるほど注いでください。そして、キリストの愛と力で人に仕え、御言葉と祈りで多く

のキリストの弟子とレムナントを立てることができるようにしてください。  

イエス・キリストの御名でお祈りします。ーアーメンー 

 

【メッセージ】 「十字架につけられたキリスト」 マタイ２７：３２－３８ 

 

序論：神様の最高の目的、関心は魂の救いにあります。従って悪魔、サタンは反

対に魂の救いを受ける、絶対的な救いの道をわからなくさせます。   

多くの人々が悪魔、サタンの戦略に騙されているだけでなく、宗教と科学、政治、

物質などに関心があり、宗教により救われると錯覚しています。しかし、宗教によっ

ては救われないことをわからなければなりません。なぜならば、人間の問題はサタン

の誘惑により罪を犯し、神様から離れた霊的問題であるからです。全ての人は限

られた人生を歩んでいます。この問題を解決するため神様がキリストを送ってくださ

り、その解決する方法が十字架の死でした。 

  

1.救い(契約)を成し遂げた十字架 
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(1)祭司長(罪の問題、過去の問題解決) 

－贖い、恵みの契約(父なる神様と御子イエス様) 

1)マタ 26:28 

 (わたしの契約の血です。罪を赦すために多くの人のために流されるものです) 

2)Ⅰコリ 11:25(この杯はわたしの血による新しい契約です) 

3)ヨハ 19:30(完璧に十字架で全てを成し遂げた) 

(2)王(サタン、現在の問題解決) 

－マタイの福音書の主題はまことの王としてこられたキリスト 

1)創 3:15(黙 12:9/サタンの頭を砕いた王) 

2)マタ 1:1,2:1(王の血統、ユダヤのベツレヘムで聖誕) 

3)マタ 27:37(ユダヤ人の王イエス) 

4)ヨハ 19:20-22(ヘブル語(アラム語)、ラテン語、ギリシャ語) 

－全世界の全ての人間がわからなければならないため-(3 カ国) 

 (3)預言者(神様に会う道、未来の問題解決) 

1)マタ 27:51(至聖所、聖所の間の幕) 

2)ヘブ 10:19-20(新しい生ける道を設けた) 

3)死－いのち、地獄－天国 

  

2.十字架は苦難の従順 

(1)苦難の道 

1) ヴィア・ドロローサ(Via Dolorosa)－十字架、苦難の道 

2)ピラトの法廷からゴルゴダ(どくろ)まで(800ｍ) 

 (2)十字架の(悲惨で、恥ずかしく、恐ろしい)刑罰 

－ローマ市民にはしない凶悪犯や反逆犯にくだる刑罰 

  1)申 21:22-23(木につるされた者は呪われた者) 

  2)ガラ 3:13(キリストは私たちの為に呪われた者となり律法、罪、悪魔、死、呪い

から贖い出してくださった) 

  3)マタ 27:26(むちを打ち) 

  4)マタ 27:28(着物を脱がせ) 

5)マタ 27:29-31,41 

(頭にいばらの冠をかぶせ、つばきをかけ、頭をたたき、あざけた) 

 (3)十字架の苦痛 

1)マタ 27:34(苦味を混ぜたぶどう酒を拒絶された) 

2)箴 31:6-7(強い酒は滅びようとしている者に/麻酔－苦痛を和らげるため) 

 (4)侮辱(霊的、精神的、肉体的苦痛を受けた) 

－もし神の子なら十字架から降りてみろ 

  1)マタ 27:39-41(ユダヤ人の誘惑) 

  2)マタ 4:3-6(サタンの誘惑) 

  3)マタ 26:53(十二軍団よりも多くの御使いを送ることができる) 

  4)マタ 27:46(十字架の苦難を最後まで従順される) 

  

3.一人の献身、従順の実 

(1)マタ 27:32(イエスの十字架を背負ったクレネ人シモン) 

北アフリのリビアのクレネの敬虔なユダヤ人(ディアスポラ)過ぎ越しの祭りのために

エルサレムに訪問 

  1)マル 15:21(シモンの二人の息子アレキサンデルとルポス) 

2)ロマ 16:13(ルスポと彼の母) 

－ローマ教会の重要な働き人・使役者、ルポスの母はパウロの霊的は母であった。 

3)使 11:20(クレネ人ルキオ) 

―アンテオケ教会の主役となる(教師)世界宣教する主役となる 

 (2)マタ 27:57-60(アリマタヤの金持ちヨセフ－イエスの死体を新しい墓におさめる) 

 (3)最後の晩餐(ヨハ 13:21-30,Ⅰコリ 11:23-25) 

  1)使 1:13-14,2:1-4 (マルコの母の家、最初の教会誕生) 

  2)使 12:12(マルコはマリヤの息子) 

  3)コロ 4:10(バルナバのいとこマルコ) 

  4)パウロの弟子として用いられた 

 (4)マタ 26:6-13(香油を頭に注いだマリヤ) 

  1)マル 14:3-9 

  2)ヨハ 12:1-8 

  3)献身、犠牲－家庭、後代に祝福 

  

結論:聖霊で苦難－従順 

1.伝道者の生活に参加 

2.神の国の働きに参加 

3.ただ聖霊により 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%82%A2%E3%83%BB%E3%83%89%E3%83%AD%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%B5

